
「ナラティブ神学（narrative theology）」とは？  
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「ナラティブ神学（narrative theology）」とは、聖書の物語的な側面に注目し、そのストーリーテリング
の中から神学的な真理を読み解こうとする神学のアプローチです。以下、その主要な特徴と意義について説
明します。

1. 物語としての聖書の理解
ナラティブ神学は、聖書を単なる抽象的な教理や体系的な論理の集積として捉えるのではなく、神の働
きや人間の歴史的な体験が展開される生きた「物語」として理解します。旧約聖書の創世記や出エジプ
ト記、新約聖書の福音書など、各書が持つ物語的な構造やドラマ性に注目し、登場人物の行動、対立、
和解、約束の成就などを通して、神の救済計画や契約の意味を浮かび上がらせようとします。

2. 神学的真理の文脈的・歴史的発現
ナラティブ神学は、神学的真理は抽象的な命題としてではなく、具体的な歴史の中で展開されるストー
リーを通して示されると考えます。つまり、神と人との関係、信仰共同体の歴史、救いの歴史が、時間
や文脈の中で動的に展開する物語として提示され、その流れの中で神の啓示や働きが明らかになるとい
う視点です。

3. 文学的手法と原語の洞察
聖書の原文、すなわちヘブライ語やギリシャ語のテキストに見られる文学的な構造や修辞技法（例え
ば、反復、パラレリズム、キアズムなど）に着目することで、物語の中に隠された意味やテーマ、神学
的意義を掘り下げます。ナラティブ神学は、こうした文学的分析を通して、単なる出来事の羅列ではな
く、深い神学的メッセージが込められていると主張します。

4. 体系神学との対比
伝統的な体系神学が、神学的真理を論理的・概念的に整理し、教理の体系化を目指すのに対し、ナラ
ティブ神学は、聖書の物語そのものが信仰の実践と体験を形作る基盤であると考えます。つまり、物語
を通して語られる神の救済の歴史や約束が、信者にとって実際の信仰生活や共同体形成にどのように影
響を与えるかを重視するのです。

5. 現代神学への影響
ナラティブ神学は、現代の神学や説教、霊性の形成においても大きな影響を及ぼしています。神の働き
を歴史的な物語として捉えることで、抽象化された教理に陥ることなく、具体的な人間の経験や共同体
の物語と結びつけた信仰理解が可能になるためです。

まとめると、ナラティブ神学は聖書を「神の語りかける物語」として捉え、その文学的構造や物語性を重視
することで、神学的真理を具体的かつ歴史的な文脈の中に見出そうとするアプローチです。この視点は、聖
書本文の持つ生きた力や、信仰共同体の歴史の中での神の働きを理解する上で、非常に有益な方法論と言え
るでしょう。

体系神学との対比を詳細に  
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「4」とは、先ほどの説明の中で挙げた第4項目、すなわち「体系神学との対比」のことを指していると解釈
します。ここでは、ナラティブ神学と伝統的な体系神学との違いについて、さらに詳しく掘り下げてみま
しょう。



体系神学とナラティブ神学の違い  

1. アプローチの違い
体系神学
体系神学は、神学的真理を論理的・概念的に整理し、体系的な教義としてまとめ上げることを目
指します。例えば、三位一体、贖罪論、予定説など、信仰の各側面を抽象的な命題や理論として
構築し、整然とした枠組みの中で理解しようとします。歴史的には、トマス・アクィナスやカル
ヴァンなどがこのアプローチを代表しています。
ナラティブ神学
対照的に、ナラティブ神学は聖書そのものが語る物語、つまり神と人との関わりや救済の歴史
を、具体的かつ生きたストーリーとして捉えます。抽象的な命題ではなく、登場人物の行動、対
話、出来事の流れの中に神学的な真理を見出そうとする点が特徴です。これにより、信仰の実践
や個々の体験、共同体の歴史が強調されます。

2. 聖書の解釈の焦点
体系神学
聖書のテキストから普遍的・抽象的な真理を抽出し、それを論理的な枠組みの中で整理する傾向
があります。この場合、聖書の物語性や文学的構造よりも、命題や定義、論理展開が重視されが
ちです。
ナラティブ神学
聖書を「物語」として捉え、その中にある歴史性や文化的背景、文学的な技巧（例えばヘブライ
語やギリシャ語原文に見られる反復法、キアズム、パラレリズムなど）を通して、神の働きや約
束の成就がどのように展開されるかを読み解きます。物語の流れの中に神学的意味が潜在してい
ると考えるため、テキストの文脈や語り手の意図、聴衆の背景なども重視されます。

3. 信仰体験との関連性
体系神学
教義や理論の体系化に重きを置くため、信仰の理解が抽象的になり、時には実際の信仰生活や
個々人の体験から乖離する危険性があります。
ナラティブ神学
聖書の物語性を通して、信仰は個々の体験や共同体での生きた実践と結びつけられると考えま
す。神の働きや救いの歴史が具体的なストーリーとして提示されるため、信者にとって親しみや
すく、また実際の生活や関係性の中で神の言葉が生きた現実として感じられることを目指しま
す。

4. 学際的な視点
体系神学
歴史的・哲学的・論理的な議論が中心となり、学問的厳密さが求められます。
ナラティブ神学
文学、歴史、文化、さらには心理学や社会学といった他分野との対話を通じて、聖書の物語が現
代の信仰共同体にどのような意味を持つかを多角的に検討します。これにより、テキストに新た
な光が当てられ、従来の体系神学では捉えにくかった側面が明らかになる可能性があります。

結論  



ナラティブ神学は、体系神学が重視する抽象的な論理体系から一歩引いて、聖書の物語性や歴史的文脈、文
学的構造を通して神学的真理を探るアプローチです。この方法論は、信仰の実践や共同体の形成に寄与し、
現代の信者が自らの生活の中で神の働きをより具体的に感じるための一助となると考えられます。

以上が、第4項目「体系神学との対比」に関するさらに詳しい解説です。ご不明な点やさらに掘り下げて知
りたい部分があれば、お知らせください。

ナラティブ神学の別の言い方はありますか？  
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ナラティブ神学は、その語りの性質を強調するために、文脈や著者によっていくつかの表現が用いられるこ
とがあります。例えば：

物語神学
「物語」という言葉を用いることで、聖書が持つストーリーテリングの要素や歴史的・文学的文脈に焦
点を当てる点を明示します。
語りの神学
「語り」という表現は、聖書が単なる論理的・体系的な教理の集積ではなく、神の働きや救いの歴史を
語る生きたストーリーであるという視点を強調する際に使われます。

また、場合によっては「ストーリーテリング神学」という表現が使われることもありますが、これは口語的
な印象が強く、学術的な文脈では「物語神学」や「語りの神学」という表現がより一般的です。

これらの表現はいずれも、聖書のテキストを単なる抽象的な教理としてではなく、具体的な物語や歴史の流
れの中で神学的真理を見出すアプローチを指す点で共通しています。

体系神学とは組織神学のことですか  
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「体系神学」と「組織神学」という用語は、文脈によってはほぼ同義に用いられることが多いですが、細か
なニュアンスの違いを指摘する学者もいます。以下、その概要を説明します。

共通点  

神学的真理の体系化
両者とも、聖書やキリスト教伝統に基づく教理や信仰の真理を、論理的かつ整然とした枠組みの中でま
とめ上げることを目的としています。三位一体、贖罪論、救済論など、各神学分野を一貫した体系とし
て整理する点では共通しています。

ニュアンスの違い  

体系神学（systematic theology）
体系神学は、聖書全体やキリスト教の信仰を、テーマごとに論理的に整理し、内的整合性を持たせた体
系として提示する学問分野です。歴史的には、トマス・アクィナスやカルヴァンなどが代表的な体系神
学者とされ、聖書のテキストや伝統的信条を論理的な枠組みでまとめ上げる点が強調されます。



組織神学
一方、組織神学という表現は、実際の教会や信仰共同体における教理の実践的な整理や教会教育の文脈
で使われることが多いです。体系神学と同様の内容を扱う場合も多いですが、「組織」という語感が、
信仰生活や共同体における教理の実践的側面を強調する場合に使われる傾向があります。

結論  

多くの場合、「体系神学」と「組織神学」はほぼ同じ意味で用いられ、キリスト教の信仰を論理的・整然と
した体系としてまとめ上げる学問分野を指します。しかし、文脈や学者によっては、組織神学という語がよ
り実践的な側面や共同体内での適用を強調するために使われることもあります。

従って、一般的にはどちらも同じ領域を指すと考えてよいですが、細かいニュアンスの違いについては、使
用される場面や著者の意図に注意すると良いでしょう。

ナラティブ理論は、聖書神学のアプローチですね？  
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ナラティブ理論は、確かに聖書神学の一つのアプローチとして位置づけられることが多いです。以下、その
点について詳しく説明します。

1. 聖書神学との関係  

聖書神学の特徴
聖書神学は、聖書全体の歴史的・文学的文脈の中で神の働きや啓示がどのように展開されるかを探求す
る学問分野です。これは、各時代や文脈ごとに現れる神学的テーマを重視し、聖書の物語性や個々の書
の独自性を尊重する立場です。
ナラティブ理論の位置づけ
ナラティブ理論は、聖書のテキストを単なる抽象的な教理の集合体としてではなく、一連の物語として
捉え、その中に内在する神学的意味や文化的・歴史的背景、さらには文学的な構造（例えば、反復、パ
ラレリズム、キアズムなど）を詳細に分析する方法です。したがって、聖書神学が聖書の物語性を強調
する場合、ナラティブ理論はその具体的な方法論や分析手法の一部として機能します。

2. ナラティブ理論の特徴  

物語性の重視
聖書の各書が展開する物語の流れ、登場人物の行動や対話、エピソードの配置などに注目し、神の救済
の歴史や契約の成立などがどのように語られているかを探求します。
文学的・文化的背景の考察
ヘブライ語やギリシャ語の原文に見られる語法や修辞技法を通して、テキストに込められた意味やテー
マを浮かび上がらせる点は、聖書神学においても非常に重要です。ナラティブ理論は、このような原語
の洞察を積極的に取り入れることで、聖書の物語性に新たな視点を加えます。
歴史的文脈との統合
聖書神学は、聖書が歴史の中でどのように理解され、適用されてきたかという点にも関心を寄せます。
ナラティブ理論は、物語の文脈や登場人物の背景、さらには当時の文化・社会的状況と結びつけること
で、神学的メッセージの歴史的な流れを明らかにする役割を果たします。



3. 結論  

まとめると、ナラティブ理論は聖書神学のアプローチの一つとして、

聖書の物語性や文学的構造を重視し、
歴史的・文化的文脈を踏まえたテキストの解釈を行う という点で、聖書神学の方法論に深く関わって
います。

そのため、ナラティブ理論は「聖書神学のアプローチである」と言える一方で、特に物語的な側面に注目し
た方法論として独自の分析の枠組みを提供しているとも理解できます。
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